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Ⅰ 調査結果の概要と本冊子のねらい 

 

 

調査結果の概要  

【小学校国語科】基本的な知識や自分の考えを書く力は身に付いている。 

〈課題〉 メモの取り方、話し合いの進め方についての問題や、条件に応じて文章を書いたり、

複数の文章や資料を比較・評価しながら読んだりすること。 

 

【小学校算数科】整数、小数、分数の基本的な計算や図形の性質などは理解している。 

〈課題〉 表から変化の様子を読み取ったり、工夫して計算する方法を説明したり、与えられた

情報の中から必要なものを選択して考えたりすること。 

 

【中学校国語科】基本的な知識や根拠を明らかにして自分の考えを書く力は身に付いている。 

〈課題〉 複数の資料に共通して書かれている情報を読み取ったり、自分の考えを持って論理的

に説明したりすること。  

 

【中学校数学科】正・負の数や文字式の計算や図形の性質などは理解している。 

〈課題〉 情報を整理し適切に選択しながら判断したり、判断したことを数学的な表現を用いて

説明したりすること。 

 

結果についての詳細は、浜松市教育委員会のホームページを御覧ください。 

http://www.city.hamamatsu-szo.ed.jp/shikyoi/index.htm 

 
 
上の課題を受け、「授業改善資料」では、以下のような内容についてまとめました。 

○ 各問題の出題の趣旨や学習指導要領との関連       
○ 浜松市の結果や課題 
○ 学習指導に当たって心掛けたいこと・授業改善の視点   
○ 具体的な指導例 

 
全国学力調査で出題された問題は、「子どもたちに身に付けさせたい力として重視されるもの

についての具体的なメッセージ（平成１９年度全国学力・学習状況調査 解説資料より）」とな

るものです。本調査は国語科、算数科のみの実施ですが、今後一層、すべての教科・領域におい

て、習得した「知識・技能」を活用する力を育成する授業を展開していくことが求められるよう

になります。本冊子と「教職員版 はままつの教育」と併せて活用し、すべての教科・領域にお

いて授業改善を進めていくための参考資料としてください。 
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Ⅱ 国語科 

１ 資料作成に当たって 

   小学校国語科の調査問題は以下のような基本的な枠組みで作成されています。 

○ 主として「知識」に関する問題 

身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不

可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能などを中心とした問

題 

  ○ 主として「活用」に関する問題 

    知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て

実践し評価・改善する力などにかかわる内容を中心とした問題 

 

   本資料では、調査問題を学習指導要領の内容・領域に沿って３領域１事項に分類し、浜松市

の結果・課題、今後の学習指導のポイントをまとめました。さらに、それらを受けて授業改善

を図るための具体的な指導例を掲載してあります。 

  なお、各設問は下表○印の領域に分類しました。 

 

主として「知識」に関する問題  ※複数の領域にまたがる場合は、◎の領域に分類した。 

学習指導要領の領域 

設問 設問の概要 話
・
聞 

書
く 

読
む 

言
語 

１一（１） 漢字を読む（リーダーとして勝利に導く）       ○ 

１一（２） 漢字を読む（話し合いを重ねる）       ○ 

１一（３） 漢字を読む（責任をもつ）       ○ 

１二（１） 漢字を書く（みんなできょうりょくする）       ○ 

１二（２） 漢字を書く（先生にそうだんする）       ○ 

１二（３） 漢字を書く（魚をやく）       ○ 

２一 文脈に適した接続語を選択する(順接）       ○ 

２二 文脈に適した接続語を選択する(累加）       ○ 

２三 文脈に適した接続語を選択する(逆接）       ○ 

３一 指示語の指し示す内容を選択する(語句）       ○ 

３二 指示語の指し示す内容を選択する(内容）       ○ 

４ 漢字辞典の効率よい調べ方を選択する       ○ 

５ 一文を二文に分けて書く     ◎ ○ 

６ インタビューのメモの工夫を選択する ○       

７ スピーチでの聞き手に分かりやすい話し方を選択する ○       

８ べっこうあめ作りの感想を、作り方の説明書にする   ○     

９ 説明文の一部を読んで、内容に合うものを選択する     ○   

１０ 
物語の一部を読んで、登場人物の心情として適切なものを

選択する 
    ○   
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主として「活用」に関する問題  ※複数の領域にまたがる場合は、◎の領域に分類した。 

学習指導要領の領域 

設問 設問の概要 話
・
聞 

書
く 

読
む 

言
語 

１一 話し合いの内容を整理した司会者の発言を書く ○       

１二 司会者の進行の良いところを書く ○       

２一 
グラフを読み取り、文章中の空欄に適切な数字をあてはめ

る 
    ○   

２二 古紙の再生利用が重要な課題となってきた理由を書く   ◎ ○   

２三(１) 古紙を回収に出すときに守ることを新聞に書く   ◎ ○   

２三(２) 
ごみを減らすための取り組みを考えて80字以上120字以

内で書く 
  ◎ ○   

３一(１)     ○   

３一(２) 

同じ本を読んで書いた２人の感想文から、共通する書き方

の良いところを書く     ○   

４一 広告の情報を読み取って、正しい内容を選択する     ○   

４二 客に対する勧誘の表現を適切に改めて書く   ◎   ○ 

 

 本資料は、全国学力調査の結果を受けて作成しましたが、結果にかかわらず、国語科の授業では、

以下の点を心掛けていきたいものです。 

 

① 学年の発達段階に応じた年間指導計画を作成する。 

② 身に付けさせたい言語能力を明確にする。 

③ 子ども自身が学習のめあてを主体的につかむことができるように工夫をする。 

④ 言語能力を身に付けさせるための言語活動を工夫し、「伝え合う場」を設定する。 

⑤ 身に付けた力を子ども自身が自覚できるような「振り返り」を工夫する。 

  

そして、他教科や日常生活と関連させ、学校の教育活動全体で言語活動の充実に努めていくこと

も大切です。 

 

○ 学級活動、他教科の活動で話し合いの回数・場面を増やす。特別活動における自治的活動や 

話し合い活動などの拡大と併せて他教科との関連はもちろん、日常的な児童の生活や社会の動

きなどとのかかわりを生かしながら、計画的に話し合う場を多様に設定する。 

（代表委員会、計画委員会など） 

○ 他教科での授業のまとめにおいても、自分の考えを自分の言葉でまとめる場面を設ける。 

○ 理科での実験・観察文や社会科での考察など各教科の特質を生かした文の書き方を身に付け 

させる。 

○ 読書や日常会話の中、インタビューの場面、電話での応対、外部講師を招いた授業など、機 

会をとらえて言葉の使い方の正誤・適否・美醜について感性を磨く。 
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２ 主として「知識」に関する問題

「言語事項」

出題の趣旨 学習指導要領 言語事項問題

１ 学年別漢字配当表の当該学年までに配当されている （5・6年）ア 文字に関する事項（ア）

漢字を正しく読む。

当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正 （5・6年）ア 文字に関する事項（ア）

しく書く。

２ 文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を 3・4年 オ 文及び文章の構成に関する事（ ）

正しく使う （順接・添加・逆接） 項（ウ）。

３ 指示語の種類や役割を押さえた上で、文脈の中にお 3・4年 オ 文及び文章の構成に関する事（ ）

ける働きを理解する。 項（ウ）

４ 調べたい事柄について、辞書を効率よく利用する。 （3・4年）エ 語句に関する事項（イ）

【 】浜松市の結果・課題

１ 漢字の読み（導く・重ねる・責任）は、ほとんどの児童が読めている。

協力 は 高い正答率であったが 相談 は６割程度 焼く は７割程度である 焼く は生「 」 、 、「 」 、「 」 。「 」

活の中で使用する機会が少ないことによる誤答 相談 は 相 の書き間違いによる誤答であると思、「 」 「 」

われる。

２ ３問とも９割以上の正答率である。

３ ９割以上の正答率である。ただし、一より二の方が、若干誤答が多い。一は語句を指摘する問題で

あったのに対して、二は五つの文を読んで内容を指摘する問題であった。文と文のつながりを考えな

がら正確に読み取ることが課題である。

、 。 「 」「 」４ 漢字辞典の調べ方に関する問題は ほとんどの児童ができている 誤答では 部首索引 音訓索引

を用いることを選択したものが同程度ある。漢字辞典の指導は中学年で行っているが、日常的に使用

する指導を行うことが課題である。

【 】学習指導に当たって

文脈に合わせて適切に漢字を使う・語彙力を高める
い

・ 漢字に対する興味・関心を高め、文脈の中で活用することで、同音異義語や類似した字形などを区別

して的確に使えるようにする。

・ 既習漢字を使った語句を知り語彙力を高めるようにする。日常生活の中で、既習漢字がどのように使
い

われているかを調べさせる。

・ 手元に辞書を置き積極的に使えるようにする。

・ 毛筆及び硬筆の書写指導と漢字指導を関係付けて指導する。

接続語の種類や役割を押さえながら文章を読む・論理的に伝える

・ 接続語の種類や役割を分類し一覧にまとめる。

・ 接続語に着目して文章を読み、文の連接関係や段落の関係をつかませ、文章全体の構成を見いだして

いくようにする。

（ 、 、 、 、 、 、・ 内容のまとまりを整理し論理的につなげる接続語 まず 次に さらに つまり だから ところが

など）を効果的に用いるようにする。
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文章の論理の展開を理解する

・ 文章を読むとき、指示語の種類や働きを押さえ、文脈に即して、指示語が指し示している事柄や段落

相互の関係を的確に把握して読むようにする。

・ 指示語の適否を考えながら、文章を書いたり話したりする指導をする。

辞書を積極的に活用する習慣を身に付ける・情報活用能力を高める

・ 手元に国語辞典や漢字辞典を置き、積極的に使えるようにする。

・ 辞書の利用を含めて、必要な情報を収集・選択し、表現活動を行うなど、情報活用能力を高めるよう

にする。

「話すこと・聞くこと」

出題の趣旨 学習指導要領 話すこと・聞くこと（3・4年）問題

６ インタビューの話の要点を聞き取り 効率よく イ 話の中心に気を付けて聞き、自分の感想をま、

メモを取る。 とめること。

７ 聞き手にとって分かりやすいスピーチをする ア 伝えたい事を選び、自分の考えが分かるよう

ために大切なことを理解している。 に筋道を立てて、相手や目的に応じた適切な言

葉遣いで話すこと。

浜松市の結果・課題】【

６ 正答率は７割に満たない。太字になっていることにより「見出しを付けている」を選択することは

できても 要点を短く書いている を選択できないことから 問題のメモが 要点 として書かれて、「 」 、 「 」

。 、 、いるという判断がつきにくかったのではないかと思われる また 聞いたことをそのまま書くのみで

聞き取った要点を書くという経験も不足しているのではないかと思われる。

７ 正答率は６割程度である 聞き手の表情を確かめながら聞く を選択できないことから 日常のス。「 」 、

ピーチなどでは 原稿を見て話す場面が多いことがうかがえる また 相手の表情を確かめながら話、 。 、「

す」ことは小学校段階ではかなり難しいと感じる児童もいるであろう。しかし、声の大きさや速さに

ついて指導はしているものの、なぜその点に気を付ける必要があるのかという相手意識を大切にする

ことについての理解が不十分であることが分かった。

学習指導に当たって】【

具体的な指導例１内容や形式を工夫してメモを取る

・ 話の要点をメモを取りながら聞く言語活動を取り入れ、メモの取り方について具体的に指導する。内

容面では、重要語句を見出しとしたり、中心文を取り出して要約したりする。形式面では、時間軸を中

心とした構成や番号の付け方、書体の強調の方法などについて発達段階に応じて指導する。

・ 目的や課題に応じたメモを取ることができるように、そのメモを事後の学習にどう活用していくかを

明らかにしておく。

・ 日常的な場面で目的に応じてメモを取る習慣を身に付けるように指導する。

聞き手を意識して分かりやすく話す

・ 聞き手の反応を見て調整しながら話す言語活動を取り入れ、内容面と音声面の両面から指導する。内

容面では、相手や目的、条件や状況に応じて内容や構成を工夫させる。音声面では、間、聞き手の表情

や反応、調子・転調、声量、速さなどの観点に留意させる。話し手、聞き手の双方の立場から評価し合

うようにする。
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・ 相手を意識し、題材に対する児童の思いや願いを大切にした活動を展開する。

・ 様々な場や相手を設定してスピーチを行うようにする。各教科や特活などの学習活動と関係付けて、

計画的に話す能力を育てるようにする。

「書くこと」

出題の趣旨 学習指導要領 書くこと（5・6年）問題

８ 目的や様式に応じて必要な事柄を選んで 文章 イ 全体を見通して、書く必要のある事柄を整理、

を書き換える。 すること。

、 、エ 事象と感想 意見などとを区別するとともに

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書い

たりすること。

浜松市の結果・課題】【

８ べっこうあめを作った感想を箇条書きの説明書「べっこうあめの作り方」に書き換える問題は、８

割以上が正答である しかし まず 次に あとは などの言葉に着目し 事実と感想を分けるこ。 、「 」「 」「 」 、

とができないことによる誤答が見られた。文章全体の中における一文ずつの働きをとらえ、整理する

ことが課題である。

学習指導に当たって】【

目的や意図に応じて端的に表現する力を高める

・ 全体を見通して書く事柄を整理するために、文章全体の展開を想定し、目的や意図、必要性や効果な

どを考えながら材料の収集、選択、整理に当たるようにする。

・ 文章の書式や様式に応じた内容や構成についての知識を習得させ、目的や意図に応じてそれを使い分

けることができるようにする。

、 。・ 話の中心語句や中心文を選ぶ能力を高め 文章の内容を箇条書きにすることができるように指導する

同じ内容を箇条書きにしたものとそうでないものを比較したり、形式段落に小見出しを付けたりするな

どの指導をする。

「読むこと」

出題の趣旨 学習指導要領 読むこと（5・6年）問題

５ 物語の主人公について一文で書かれた内容を ウ 登場人物の心情や場面についての描写など、

理解し、一文を二文の構成にして書き換える。 優れた叙述を味わいながら読むこと。

言語事項（5・6年）オ 文及び文章の構成に関す

る事項（ア）

９ 説明文の段落の内容をとらえる。 イ 目的や意図などに応じて、文章の内容を的確

に押さえながら要旨をとらえること。

物語文の登場人物の心情について 表現や叙述 ウ 登場人物の心情や場面についての描写など、10 、

に即して読む。 優れた叙述を味わいながら読むこと。
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浜松市の結果・課題】【

。 、 「 」「 」５ 正答率は６割程度である 一文の中に 主人公が どんな存在か どこにどのように住んでいるか

という二つの観点が含まれているが、その二つを読み取れないことによる誤答が目立った。答え方と

して「文」の形式にしないで、問題文を二つに分けただけの誤答があると思われる。一文を二文に分

けるという学習経験が少ないため、問題の意味が把握できない児童もいたと思われる。

９ 正答率は８割程度である。中心文や文末表現を押さえて、叙述に即した事実を正しく読み取ること

については、おおむね身に付いている。

正答率は６割程度である。選択式の問題形式であるにもかかわらず、無解答率も高い。誤答のほと10
んどは 選択肢１を選んでいるが 文中の 孤独 耐えられなかった 等の言葉につられたものと思、 、 「 」「 」

われる 「耐えられなかった」と感じているのは「ローワン」であり 「村人がローワンは耐えられな。 、

いだろう」と考えているわけではない。授業で「○○の気持ちはどうですか 」という発問はよく行。

われるが、登場人物相互の関係を押さえて心情を把握する力は不足していることが分かる。

【 】学習指導に当たって

人物像を的確にとらえて読む

・ 文の構成についての理解の定着を図るために、二つの内容を一文にまとめたり、一文を内容ごとに分

けて書き換えたりする。

・ 物語を読むときは、登場人物を確認し、場面展開における言動を押さえながら、全体を把握する。特

に主人公の人物像については、心情や性格、考え方などを多面的にとらえる。

・ 文の中での語句の係り方や照応の仕方を押さえることやいろいろな文の構成があることについて理解

することができるようにする。主語が省略されている場合は、補って内容を読むようにする。

段落の中心語句や中心文をとらえる・要約する学習を重ねる

・ 段落の内容をとらえるために、文章全体の中でどのような働きを持つ段落かを押さえ、事象と感想、

意見がどのように関係付けられているかを、繰り返される中心語句や中心文、文末表現を手がかりに指

導する。

・ 目的や意図に応じて、文章の内容をとらえるために、児童がその必要性や目的意識を持ち、単なる作

業的な学習にならないように指導する。

・ 短い文章を取り上げて要約する学習を設定する。

登場人物を多面的にとらえる・読書の範囲を広げる

・ 物語の構成を押さえ、登場人物相互の関係を押さえながら、登場人物の心情や性格、考え方などをと

らえる。

、 。 、・ 特に主人公の言動や心情に関する表現を取り出して 心情の変化をとらえる 登場人物が誰に対して

どのような影響を与えたかを把握する。

・ 読書経験を振り返り、読書計画を立てたり、他者の読みと交流したりすることで、新しい観点で作品

を読み返したり、関連する作品を読んだりすることにつなげるようにする。
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３ 主として「活用」に関する問題

「話すこと・聞くこと」

問題 出題の趣旨 学習指導要領

話すこと・聞くこと（5・6年）

１ 一 司会者として提案の内容をよく聞き、話し イ 話し手の意図を考えながら話の

合いの目的や流れに沿って内容を整理する。 内容を聞くこと。

二 様々な意見や発言、立場の違う提案を関係 ウ 自分の立場や意図をはっきりさ

、 。付けて、出席者が納得できるように意見や提 せながら 計画的に話し合うこと

案にまとめたり、合意を得ながら次の議事へ

進行したりして、状況に応じて効果的に話し

合いを進める。

【 】浜松市の結果・課題

１ 一 正答率は７割に満たない。誤答では、先に決めた二つの条件を再度解答している

、 。 、ものや 具体的な遊びの名前を提案しているものがあると思われる 司会者として

発言された提案や意見を聞き分け、整理し要約しながら話し合いを進めることに課

題がある。

二 発言を通して見られる司会者の進行のよさを評価する問題では、多くの児童が正

答である。求められている問いに答えずに、単に言葉遣いの良さを指摘したり、発

言者が多いことに注目して指摘したりする誤答があるものと思われる。

【学習指導に当たって】

発表する力、聞く力を高める

、 、 、・ 事実や感想 意見などを区別して話すこと 結論から先に述べて根拠を後に述べるなど

構成を工夫して話す力を高める。

・ 話し手の意図を考えながら、提案と意見、その理由や根拠、事例などを聞き分け、整理

し要約する力を高める。

・ 自分の意見との相違点や共通点を聞き分けたり、全体と部分、事実と意見との関係に注

意して聞いたりすることができるように指導する。

目的や意図を明確にして話し合う

具体的な言語活動の場において相手や目的を設定し、話す意図を明確にしながら、目的

に応じて言語活動を展開する。

論理的に思考したことを話し合う

情報の全体をとらえること、関連させて考えることや判断・推理を重ねて考える場を多

く設定する。

具体的な指導例２司会・質問・討論する力を高める

・ 司会者には、目的に応じて話し合いが計画的に進むように主導したり、公平に発言を求

めたりする指導をし、発達段階に応じて全員に司会を繰り返し経験する場を設定する。

・ グループ学習の方法、司会する力、質問する力、討論する力を定着させ、自ら学ぶこと

ができるようにする。
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具体的な指導例２話し合いの経験を重ねる

、 、 。・ 低学年では 話し合いの仕方を提示するなど 発達段階に応じて話し合いの力を高める

・ 小集団から学級、学年、学校へと規模を大きくするなど、発達段階に応じた指導を工夫

する。ペア、グループ学習を意図的に設定することで話す・聞く能力を高める。

・ 自分の立場や意図をはっきりさせながら、新たな考えを生み出すために計画的に話し合

う力を高める。

様々な学習活動の中で話し合う力を育てる

・ 各教科や学級活動、児童会活動やクラブ活動などにおける話し合いの場面においても、

相互の意見を比較したり、関連させたりしながら話し合う力を育成する。

・ 話し合いに限らず、課題を設定し、学習計画を立て、見通しを持って学習を進める能力

を身に付けることができるよう、常に学習の目的をはっきりさせ、学習の時間や方法など

を意識化させるよう工夫する。

「書くこと」

問題 出題の趣旨 学習指導要領

書くこと（5・6年）

２ 二 取り上げた事実が、どのような理由で述べ イ 全体を見通して 書く必要のある、

られているかについて的確に読み、その理由 事柄を整理すること。

を要約する。

三 目的に応じて読み取った内容を、文章の表 ウ 自分の考えを明確に表現するた

(1)現様式に即して視点を変えて書き換える。 め 文章全体の組立ての効果を考え、

ること。

三 与えられたテーマについて 字数を意識し ア 目的や意図に応じて 自分の考え、 、 、

(2)書く事柄を整理しながら自分の考えを書く。 を効果的に書くこと。

個々の生活経験、読書経験などや見聞を基 エ 事象と感想 意見などを区別する、

にして具体的に書く。 とともに 目的や意図に応じて簡単、

に書いたり詳しく書いたりするこ

と。

４ 二 相手の立場を考えて、文章の内容を客観的 オ 表現の効果などについて確かめ

に評価し、より良い表現になるように推敲す たり工夫したりすること。

る。 言語事項（5・6年）

ウ 語句に関する事項（エ）

カ 言葉遣いに関する事項（ア）

【 】浜松市の結果・課題

２ 二 古紙の再生利用が重要な課題となってきたという事実に対する理由を二つとらえ

て要約する問題は、正答率が５割程度である。無解答率は低いが、どちらか一つし

か要約できないことによる誤答が目立つ。前後の文脈から述べている事柄の理由を

的確にとらえて、書く必要のある事柄を整理して要約することに課題がある。
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三 古紙の回収について、回収する側が困るという視点で書かれた文章を、新聞記事

(1)にまとめるために回収に出すときの注意点という視点で書き換える問題は、正答率

が６割に満たない。文章を抜き出すのみで、視点を変えて書き換えることができて

いないことによる誤答がほとんどである。また「本文の内容に合わせて」という指

示があるにもかかわらず、自分の体験で考えたことを書いている児童もいると思わ

れる。

三 ごみを減らすための取組についての自分の考えを決められた字数内で新聞記事と

(2)して書く問題は、８割以上の正答率で、無解答率も低い。自分の考えを書こうとす

る意欲を持っている児童は比較的多い。

４ 二 店の広告の中の「みなさん おいで」という勧誘の言葉を、客に対する敬意を表

現する文に書き換える問題は、８割程度の児童が正答である。

】【学習指導に当たって

具体的な指導例３条件に応じて書く力を高める

・ 筆者の主張や整理した事柄が、どのような理由や根拠によって論証されているかをとら

えるために、前後の文脈を押えるだけではなく、段落と段落の相互関係や文章全体の構成

をとらえて要約することを指導する。

・ 事象と意見、感想などを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく

書いたりする機会を多くする。

・ 比較的緩やかな条件における書くことの指導だけではなく、字数や表現様式などの与え

られた条件に即して書き換えたりする言語活動を多く取り入れる。

・ 自分の考えや感想を自由に記述させるだけでなく、相手意識や目的意識を明確にして、

複数の条件に応じて書く内容を精選したり、観点に沿って詳しく書いたり簡潔に書いたり

する言語活動を充実する。

・ 目的や課題に応じた分量を書いたり、時間内で書き上げたりする活動を工夫する。

・ 賛成か反対かいずれかの立場から客観的な情報を取り入れて意見文を書かせる。

・ 個々の見聞や生活経験、読書経験などを基にして、具体的に自分の考えを明確に書く機

会を多く設定する。

表現の効果を確かめたり、工夫したりする

・ 語感、言葉の使い方に対する感覚に関心を持つように指導する。

・ 相手、目的や意図、多様な場面や状況に応じて、どのような言葉を選んで表現するのが

ふさわしいか、様々な表現の機会をとらえて指導する。

敬語の使い方に慣れる

・ 相手と自分との関係を意識させながら、尊敬語、謙譲語、丁寧語について指導する。

・ 身近な大人との接し方や話し方について機会をとらえて指導する。
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「読むこと」

問題 出題の趣旨 学習指導要領

読むこと（5・6年）

２ 一 同じデータを扱った複数の資料（文章と イ 目的や意図などに応じて 文章の内、

表 グラフなど にまとめられた事実を関 容を的確に押さえながら要旨をとら、 ）

係付けて読む。 えること。

エ 書かれている内容について事象と

感想 意見の関係を押さえ 自分の考、 、

えを明確にしながら読むこと。

オ 必要な情報を得るために 効果的な、

読み方を工夫すること。

３ 二つの文章の内容を比較検討しながら読 オ （同上）

み、比べる観点を明確にして評価し、自分

の考えとしてまとめる。

４ 一 文字や数字、イラストや図表など、様々 イ （同上）

な情報が組み合わさって編集された資料を エ （同上）

見て、情報の関係を理解し、知りたい情報 オ （同上）

を的確に読み取る。

浜松市の結果・課題】【

２ 一 身近な環境問題について考えるために、文章とグラフを関連付けて読み取る問題

は、正答率が６割程度である。同じデータを扱った三つのまとまりに分かれている

グラフを合わせて読み取らなければならないが、答えに関係する「日本」が含まれ

ているアジアのまとまりのグラフしか見ていないことによる誤答が多い。文章で問

われていることを把握し、それを解決するために、得たデータを目的に即して正し

く読み取ることに課題がある。

３ ２種類の感想文を読み比べて、共通する書き方の良さや工夫を見付けて二つにま

とめて答える問題は、正答率が６割程度で、無解答率が高い 「しっかり書けてい。

る」など、抽象的な評価をしていてどんな点が良いかを具体的に見付けられなかっ

たり、評価ではなく自分の感想を書いていたりする誤答が多い 「比べる観点を整。

理して明確にし、内容を比較検討しながら文章を評価すること 「書かれた情報を」

自分の知識や経験と関係付けて、理解し、建設的に批判しながら読むこと」などの

学習経験が少ないことが分かる。また、感想文について、その書き方を学んでいな

いために、具体的な評価の観点を見付けられないことも考えられる。

４ 一 広告に書かれている情報とそれを説明した内容を関係付けて読み取る問題は、正

答率が８割に満たない。日を限定した土・日で行うセールであることが示されてい

るが「毎週セールを行う」と読み違えた誤答が多い。
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】【学習指導に当たって

具体的な指導例３目的を持って読む力を育てる

・ 目的に応じた必要な情報を得るために効果的な読み方を工夫して的確に読み取る力を高

める。

、 。・ 事実を正確にとらえ それを裏付ける理由や根拠を正しく読み取り要約する力を高める

具体的な指導例４複数の文章や資料を関係付けて読む力を育てる

・ 教科書教材以外にも、事典や新聞記事、雑誌、パンフレット、図表やグラフ等、複数の

資料を調べて検討するような学習を展開する。

・ 文章と図表やグラフなどを複合したり、関係付けたりする題材を取り上げ、文章の内容

と数値などの情報を正確にとらえるとともに、それらを関係付けながら内容や情報の妥当

性を吟味する言語活動を充実する。また、説明されている事柄を図表やグラフの形式に整

理する、図表やグラフから読み取った事実を基に意見を持つなどの指導を工夫する。

・ 同じ事柄について書かれた複数の新聞記事を活用し、書き手の立場や視点によって表現

の仕方が違うことを考える活動を取り入れる。

具体的な指導例５比べて読む力・評価しながら読む力を高める

・ 複数の文章や資料について観点を設定して、比較・検討しながら読むことで、肯定的に

読むだけではなく、その内容や表現を評価したり、建設的に批判したりして読む力を身に

付けさせる。

・ 自分の課題に即して、情報の妥当性や信頼性を考えることができるようにするために、

同じ目的や用途を持つ複数の情報を同じ観点で比較したり、評価したりすることができる

ようにする。

・ 物語文での初発の感想、意見文やテーマ作文の作品などを利用して、具体的な根拠を挙

げて文章が効果的かどうかを評価したり、批判したりして表現の良さなどを比べながら読

む場面を設ける。

６多様な文章や資料の様式に応じて効果的に読む 具体的な指導例

・ 文学的文章や説明的文章のほかに、新聞、雑誌、ラジオやテレビの番組、映画、ビデオ

など多様な文章や資料を読む機会を意図的に設ける。表現方法の違いを意識して読ませる

ことにより、それぞれの様式やその特徴を考えさせる。

・ 読んだ文章や資料に対する感想や意見など、自分の考えをまとめたものも、学習の対象

として取り上げる。

・ ちらしやカタログ、ポスター、地図、パンフレット、プログラム、説明書、招待状、作

文や文集など、児童の実生活に結び付いたものを国語科指導の資料として活用する。それ

ぞれの様式に応じた特徴を押さえて読んだり、数値や重要語句などを細部にわたって注意

深く読んだりする学習を行う。また、資料の文字や数字、イラストなどがどのような関係

で組み合わされているのか、どのような意図を持ってレイアウトされているのかなどを理

解できるようにする。

自分の意見を持つ

・ 作者や筆者が述べたいことや論の展開、文章表現の特徴や工夫などを理解しながら読み

深め、自分の考えを明確にできるような指導を工夫する。

・ お互いの考えを交流する場を設定するなど、自分の意見や考えが深まるような指導の手

だてを講じる。
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具体的な指導例１

内容や形式を工夫してメモを取る授業改善の視点

＜指導のねらい＞
目的や内容を明確にし、相手に応じた言葉遣いでインタビューを行う。その際、話し手の答え
を予想しつつ、話の内容について要点を押さえたメモを取りながら聞く力を育成する。

＜授業改善のポイント＞５年 「インタビュー名人になろう」
＜主な学習内容＞
○ 教材文を読み、インタビューのよさと難しさ

・ グループごとに、 メモを比べながら要を知り、｢インタビューで大切なこと｣を確かめ
点を押さえたよりよいインタビューメモのる。
取り方を考える。・ 質問したいことを事前にはっきりさせる。

・ インタビューの体験を振り返る。
《インタビューメモの押さえ》・ インタビューのビデオやＣＤを視聴して、
・ 話し手が伝えようとしていることを押さ各自がインタビューメモを取る。
える。
・ 重要語句を落とさず書く。○ より良いインタビューができるように計画を
・ 要点を短くまとめる。立てて練習をする。
・ 柱となることがらに見出しを付けてお・ 質問や進行を考え、インタビューする人と
く。される人を交代して練習する。

・ 敬語や言葉遣いに気を付けて話し、敬語を
・ インタビューメモを互いに読み比べて、使い慣れるようにする。
よりよいメモの取り方を確かめる。・ インタビューの様子を見ながら互いに助言

し合う。

・ インタビューメモを学習に生かす。※ インタビューを学習に生かす。
・ メモは、ノートに張ったり、ファイルに新聞づくり・他教科での学習 等
綴じ込んだりするなどして学習の記録とし
て残していくようにする。

＜関連単元・教材例＞
３年「インタビュー」

質問の仕方や敬語の使い方などのインタビューの仕方（話し方・聞き方）を身に付ける
とともに、 を理解する。要点をメモすることの大切さ
質問の仕方 敬語の使い方 要点をメモする

４年「新聞記者になろう」
を行い、新聞づくりに生かす。インタビューメモを活用した取材活動

５年 目的に応じた伝え方を考えよう
「ニュース番組作りの現場から 「工夫して発信しよう」」

・ を行い、ニュースを発信する。インタビューによる取材活動
・ して、編集作業を進める。インタビューメモを整理

＜他の学習との関連＞
「 」「 」 、 、 、・ 総合的な学習の時間 社会科 での学習 校外学習などで お話をうかがう場合には
必ずインタビューメモを取るようにし、事後の学習の中でメモを相互に確かめ合う場面を設
ける。

・ インタビューメモに利用できる用紙を作成しておき、必要に応じて子どもたちが使えるよ
うにするとよい。
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具体的な指導例２

司会・質問・討論する力を高める授業改善の視点

＜指導のねらい＞

話し合いの目的や流れに沿って効果的に話し合いを進めたり、様々な意見や発言、立場の違う

提案を関係付けて、みんなが納得できるように意見や提案にまとめたりしていく能力を育てる。

４年 「話し合って決めよう」

＜主な学習内容＞ ＜授業改善のポイント＞

・ 討論ＣＤ(教科書付録)を聴き、司会の進○ 教材文を役割分担をして読む。

め方を確認する。

○ 意見の出し方について話し合う。

・ 自分の意見との相違点や共通点を考えて友

達の発言を聞き、それを踏まえて発言する。

・ 話し合いを進める方向で発言する。

○ 司会の役割について話し合う。

・ 司会者が気を付けることを確かめる。

・ 話し合う話題を確かめる。

・ 話題がそれたら元に戻すように心掛け

る。

・ メモを取りながら意見を聞く。

・ 話し合いの途中で意見を整理する。○ 小グループに分かれて司会などの役割分担や

、 。テーマを決めて、話し合い活動を行う。 ・ 結論をまとめて全員に示し 確かめる

・ 小グループでの話し合いの中で、なるべ

く多くの児童に司会を経験させるように

する。

＜関連単元・教材例＞

６年 学級討論会をしよう

ディベート形式での討論の仕方を理解するとともに、 をディベート形式での司会の仕方

身に付ける。

＜他の学習との関連＞

・ 学級活動、他教科の活動で話し合いの回数や場面を増やし、司会の役割を多くの児童に経

験させる。

・ 特別活動における自治的活動や話し合い活動、他教科での学習、学校生活の中などで、計

画的に話し合う場を設定する （代表委員会、計画委員会など）。
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具体的な指導例３

目的を持って読む・条件に応じて書く授業改善の視点

＜指導のねらい＞
・ 自分が読んだ本の中から紹介したい本を選び 「おすすめの本」のカードを作る活動を、
通して、書かれている内容を大きくまとめたり、必要なところは細かい点に注意したりし
ながら文章を読む力を育成する。

・ 目的や意図に応じて妥当な字数を設定したり、言葉の使用を限定したりするなどいくつ
かの条件に応じて記述する力を育成する。

＜授業改善のポイント＞４年「本は友達 「おすすめの本」カード集を」
作ろう

＜主な学習内容＞
○ いろいろな本を読んで、友達や下級生に ・ 目的を設定して再読する。
紹介したいと思う本を見付ける。

・ 目的を持って読む。
紹介したい理由を中心に、内容を大きく○

、 。まとめたり 引用したりする部分を決める
付せん紙の活用 ・ 字数を制限して書く。（ ）

○字以内で ○～○字程度で
○ 本を探すために必要な事柄（書名・作者 ・ 言葉を限定して書く。
名など）に加えて、 ○○の言葉を使って本の内容や紹介したい

「おすすめ、新しいことが分かる、た理由を１５０～２００字程度で書く。
○ おすすめの本 カード集の紹介をする めになる」などの評価語彙を使って「 」 。

い

＜関連単元・教材例＞

「本は友達」単元の学習

３年「本は友だち」 ６年「本は友達」読書発表会をしよう など

教科書の説明的文章教材と関連読書

１年「じどう車くらべ」さまざまな自動車の図鑑や絵本を選んで自動車図鑑をつくる。

・ 「ポプラこどもずかん１０ はたらくじどうしゃ （ポプラ社）」

・ 「学研の図鑑－自動車・飛行機・鉄道・自動車 （学研） など」

３年「すがたをかえる大豆・食べ物はかせになろう」身近な食べ物図鑑をつくる。

・ 「そだててあそぼう９ ダイズの絵本 （農山漁村文化協会）」

・ 「だいず えだまめ まめもやし （福音館書店） など」

教科書の物語教材の関連読書

４年「白いぼうし」 ファンタジーの世界を描いた作品を読んで紹介する。

あまんきみこ「車のいろは空のいろ」シリーズ 「ふうた」シリーズ など

４年「一つの花」戦争を題材とした作品を読んで、本の内容や自分の考えを話し合う。

・ ３年「ちいちゃんのかげおくり」の再読

・ 「彼の手は語りつぐ」パトリシア・ポラッコ（あすなろ書房）

・ 「えんぴつびな」長崎源之助（金の星社） など

＜参考＞

・ 学校図書館＜りいぶる＞の検索機能活用

・ 図書館発行の冊子の活用「小学生向け読んでみませんか 「読んであ」

げたい昔話と物語の本 （浜松市立図書館発行） など」
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具体的な指導例４

複数の文章や資料を関係付けて読む授業改善の視点

＜指導のねらい＞

・ いろいろなパンフレットやガイドブックの内容や表現を比較しながら検討し、自分の考

えを明確に伝えるための組み立ての効果を考えることを通して、表現の妥当性を評価しな

がら、建設的に批判して読む力を育成する。

＜授業改善のポイント＞６年「ガイドブックを作ろう」

＜主な学習内容＞

○ 学習課題「読んだ人が行きたくなり、実 ・ 複数の資料を準備する。

際に行ったときに役に立つように書き方、

まとめ方を工夫する 」。

Ａの方が写真の下に説明が書い

てあって分かりやすい。Ｂは、文だけ○ ガイドブックの内容や表現を考える手だ

なので詳しいけれど読みにくい。てとして 博物館や美術館のパンフレット、 、

○年生には、Ａのようなガイドブック体験活動や社会見学で集めたパンフレット

にしよう。などを利用する。

○ 集めたパンフレットやガイドブックを読

内容や表現について比較・検討する。む。

・ 自分の読む目的に沿って、内容や表現

○ 比較・検討した結果を話し合い、作成す を比較・検討することで、肯定的に読む

るガイドブックのおおまかなレイアウトや だけでなく、その内容・表現を評価した

構成を考える。 り、建設的に批判したりして読む。

＜関連単元・教材例＞

導入・発展学習において

１年「いろいろなくちばし」の発展

教科書の鳥以外にも図鑑で調べ、くちばしの形や働きを比較する。

４年「アップとルーズで考える」の導入

アップでとった写真とルーズでとった写真を準備し、比較・検討する。

４年「新聞記者になろう」の導入

複数の新聞の形式と内容を比較・検討し、相手や目的に応じて新聞が作られていること

に気付く。

・ 家の人が読んでいる新聞

・ 小学生新聞

・ スポーツ新聞
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具体的な指導例５

比べて読む・評価しながら読む授業改善の視点

＜指導のねらい＞

二つの調査報告文の内容や表現を比較しながら、自分の調査したことを明確に伝えるため

、 。の組み立ての効果を考えることで 表現の妥当性を評価しながら批判的に読む力を育成する

＜授業改善のポイント＞４年「生活を見つめて」

・ 調査報告したことを整理して具体的に＜主な学習内容＞

○ 教科書の教材文と教師作成資料を比較す 書いている文章（教科書の教材文）と、

る。 羅列的に報告して書いている文章（教師

比較して、文章の組み立作成資料）とを

ての効果を考える。○ 構成の妥当性を評価する。

○ 優れた教材文の構成を参考にして自分の ●教師作成資料（羅列的に書いている）

調査したことを明確に伝えるための組み立 アンケートをしました。調べてみたら

12てを考え、構成メモを作る。 「物語」の本が一番多かったです。

A構成メモ 人いました わたしの予想通りでした。 。

さんに聞いたら、一学期に作った「おす

初め －何について知らせようとしてい すめの本」カード集を見て、それまで読

るか まなかった種類の本を読んだそうです。

中 －調べて分かったことを事柄ごと ちがう種類の本にもちょうせんしていく

に分けて書く。 とよいと思います 「事実について書か。

・調べたこと れた本」は 人でした。ちょくせつし11
・調べた方法 つもんして、本のないようを聞いてみま

・調べて分かったこと した。 かい助犬についての本などふく

。「 」終わり－考えたこと、思ったこと しに関する本を読んでいました 伝記

は 人でした ・・・ 略）4 。 （

○ まとめたことを知らせる文章を書く。

＜関連単元・教材例＞

「書くこと」の単元で教科書教材文と比較

３年「せつめい書を作ろう」

教科書の説明書（一週間で一輪車に乗れる）の文と、他の教材文とを比較して、小見

出し、さし絵、目次など説明書の特徴を調べる。

５年「ニュース番組作りの現場から 工夫して発信しよう」

書かれている事柄を時間の順序に従って書いてある原稿と、そうでない原稿を提示し

て伝わりやすさを比較し、評価する。

６年「平和のとりでを築く 自分の考えを発信しよう」

・ 事実と意見を区別して書いてある文章と、事実と意見を区別しないで書いてある文

章とを比較することで、読者にとって分かりやすい書き方を学ぶ。

（ ） （ ） 、・ 要旨を最後に書く構成 構成例１ と要旨を先に書く構成 構成例２ を比較して

自分の考えを発信するのに合った構成を選択する。
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具体的な指導例６

多様な文章や資料の様式に応じて効果的に読む授業改善の視点

＜指導のねらい＞

表やグラフに示されている内容から課題を見いだし、他の資料を用いて意見文を書きまと

めることを通して、目的や意図に応じて効果的に情報を読み、自分の考えを明確に持つこと

ができるようにする。

＜授業改善のポイント＞５年「人と『もの』とのつきあい方」

＜主な学習内容＞

○ ごみ問題に関する ・ 表やグラフ・写真など多様なテキスト資料（表・グラフ・写

を探して、気付いたことや問題 を活用して、目的や意図に応じて効果的真・画像）

点を発表し合う。 に情報を読む。

（例 浜松市「環境報告書２００６」

環境副読本「はままつ環境ウォッチング」 浜松市「環境報告書 」より2006
「ごみとわたしたち」などを活用する ）。

○ 教科書の資料文を読んで、表や写真など

の資料も活用しながら、疑問に思ったこと

や詳しく知りたくなったことなど自分なり

の課題を決める。

○ 調べる活動に取り組む。

▲間伐・造○ 探した資料から分かったことや、自分の

林の状況解釈を整理して発表原稿に生かす。発表資

料や発表原稿を準備する。

▲浜松市のゴミ排出状況○ 調べたことを発表したり 聞いたりする、 。

○ 自分の考えを文章に書く。 ・ 自分の考えを明確に持たせる。

＜関連単元・教材例＞

３年「 分類』ということ」『

身の回りで分類されているものを集めて、調べたことを発表する学習の際に集めた

メニューやカタログ、広告、カードの中からクイズを作って答える活動を取り入れる

ことで、多様なテキストから情報を読み取る。

６年「みんなで生きる町」

自分たちが、よりよい暮らしのための提案をする学習の際に資料を

活用する 「浜松市ユニバーサルデザイン」公共建築物のデザイン、写。

真、図表、絵や地図など多様な資料を読み取る。

＜参考＞浜松市ホームページ「学ぶ－ユニバーサルデザイン」


